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茨
城
県
常
陸
太
田

市▼
子
育
て
施
策
に
つ
い
て

　
「
子
育
て
上
手　

常
陸
太
田
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
い

る
常
陸
太
田
市
は
男
女
の
出
会
い

の
場
創
出
支
援
か
ら
、
結
婚
、
妊

娠
、
出
産
、
子
育
て
、
住
宅
ま
で
、

切
れ
目
の
な
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
子

育
て
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

各
場
面
で
の
支
援
に
つ
い
て
、

結
婚
前
は
相
談
セ
ン
タ
ー
の
開
設
、

出
産
後
は
お
む
つ
購
入
費
の
助
成
、

出
生
祝
い
品
贈
呈
、
子
育
て
で
は

保
育
料
及
び
給
食
費
の
軽
減
、
住

宅
で
は
新
婚
家
庭
家
賃
助
成
、
住

宅
取
得
及
び
増
改
築
助
成
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

　

移
住
・
定
住
促
進
の
施
策
で
は
、

相
談
室
の
設
置
、
お
試
し
移
住
、

空
き
家
バ
ン
ク
な
ど
が
あ
る
。

　

子
育
て
支
援
に
係
る
代
表
的
な

施
設
に
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー　

こ
こ
キ
ラ
ラ
」と「
子

育
て
支
援
施
設　

じ
ょ
う
づ
る
は

う
す
」
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。

　
「
こ
こ
キ
ラ
ラ
」
は
、
子
育
て

に
関
す
る
手
続
き
が
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
で
き
る
。
ま
た
、
キ
ッ
ズ
ス

ペ
ー
ス
が
あ
り
、
保
護
者
が
安
心

し
て
手
続
き
や
相
談
が
で
き
る
。

　
「
じ
ょ
う
づ
る
は
う
す
」
は
、

保
護
者
及
び
子
ど
も
同
士
の
出
会

10
月
24
日
㈪　

山
梨
県
北
杜
市

▼
廃
校
の
活
用
に
つ
い
て

　

北
杜
市
は
、
平
成
27
年
に
策
定

し
た
高
根
地
区
小
学
校
統
合
計
画

に
基
づ
き
、
２
校
が
平
成
30
年
度

末
を
も
っ
て
廃
校
と
な
り
、
民
間

貸
付
を
行
っ
て
い
る
。

　

高
根
地
区
の
廃
校
を
民
間
貸
付

し
た
経
緯
と
し
て
は
、
庁
内
活
用

を
委
員
会
に
よ
り
検
討
し
た
が
、

有
効
な
案
が
提
出
さ
れ
ず
、「
地

域
活
性
化
に
資
す
る
」
こ
と
を
目

的
と
し
た
民
間
貸
付
に
よ
る
有
効

活
用
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
合
意
形
成
を
図

る
た
め
、
地
元
と
の
事
前
協
議
を

行
い
、
地
元
住
民
に
と
っ
て
小
学

校
は
、
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在

で
あ
り
、
ま
た
災
害
時
の
避
難
所

と
し
て
の
位
置
づ
け
も
あ
る
た
め
、

貸
付
後
も
地
元
の
理
解
を
得
る
中

で
活
動
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
公
募
に
よ

り
、
複
数
の
応
募
の
中
か
ら
、
事

業
提
案
の
有
効
性
・
安
定
性
・
継

続
性
、
地
元
と
の
共
存
、
地
域
振

興
な
ど
の
審
査
基
準
に
よ
り
選
定

さ
れ
た
。

　

廃
校
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
都

市
農
村
交
流
や
地
域
資
料
保
存
、

農
福
連
携
、
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
の

地
域
活
性
化
に
資
す
る
こ
と
、
地

い
の
場
と
交
流
の
場
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
が
運
営
し
、
事
業
を
行
っ
て
い

る
。
利
用
経
験
者
が
ス
タ
ッ
フ
に

な
る
こ
と
も
あ
り
、
雇
用
の
場
も

創
出
し
て
い
る
。

　

子
育
て
施
策
の
成
果
と
し
て
、

施
策
を
利
用
し
た
転
入
は
、
こ
こ

数
年
200
人
を
超
え
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
中
学
生
以
下
の
子
が
い
る
子

育
て
世
代
で
、
特
に
小
学
校
入
学

前
の
子
の
い
る
世
帯
の
転
入
が
増

加
し
て
い
る
。

10
月
20
日
㈭　

茨
城
県
つ
く
ば
市

▼�

Ｒ
Ｐ
Ａ
を
活
用
し
た
定
型
的
で

膨
大
な
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
事
業

化
に
つ
い
て

　

市
役
所
の
業
務
に
は
、
単
純
で

定
例
的
な
作
業
で
は
あ
る
が
、
量

が
多
い
た
め
多
く
の
労
働
時
間
を

費
や
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

　

つ
く
ば
市
は
、
こ
れ
ら
の
課
題

解
決
の
た
め
に
Ｒ
Ｐ
Ａ
を
活
用
す

る
こ
と
で
の
「
作
業
時
間
の
短
縮

（
効
率
化
）」
と
「
ミ
ス
の
少
な
い

正
確
で
的
確
な
処
理
」
の
効
果
を

研
究
し
て
い
る
。
全
国
で
初
め
て

Ｒ
Ｐ
Ａ
で
働
き
方
改
革
を
進
め
、

民
間
と
の
共
同
研
究
で
は
、
対
象

業
務
で
８
割
も
の
時
間
削
減
が
で

き
た
。
こ
れ
を
受
け
、
平
成
30
年

に
窓
口
・
税
務
部
門
の
６
部
署
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
は
福
祉
・

総
務
・
各
政
策
部
門
等
、
各
業
務

に
対
し
幅
広
く
利
用
さ
れ
、
Ｒ
Ｐ

Ａ
ま
た
は
Ａ
Ｉ
‐
Ｏ
Ｃ
Ｒ
を
ど
ち

ら
か
１
つ
で
も
利
用
し
て
い
る
本

庁
内
部
署
数
は
100
部
署
の
う
ち
40

部
署
と
な
っ
て
い
る
。
利
活
用
の

推
進
は
情
報
政
策
課
が
行
っ
て
い

る
が
、
業
務
選
択
や
シ
ナ
リ
オ
作

成
は
原
則
、
担
当
部
署
と
な
っ
て

お
り
、
職
員
の
創
意
工
夫
・
自
主

性
次
第
で
利
活
用
の
可
能
性
は
無

限
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

職
員
へ
の
Ｒ
Ｐ
Ａ
研
修
は
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
研
修
で
高
い
レ
ベ
ル
の

研
修
内
容
で
は
な
い
。
作
成
し
た

職
員
が
異
動
し
た
後
に
も
耐
え
う

る
よ
う
職
員
を
育
成
し
て
い
る
。

　

人
口
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
、

自
治
体
職
員
も
減
少
し
て
い
る
が
、

自
治
体
の
業
務
が
減
る
こ
と
は
な

い
。
そ
の
た
め
、業
務
の
自
動
化
・

省
力
化
に
つ
な
が
る
破
壊
的
技
術

（
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
、ブ
ロ
ッ

ク
チ
ェ
ー
ン
な
ど
）
を
徹
底
的
に

使
い
こ
な
す
必
要
が
あ
る
。
Ａ
Ｉ

や
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
が
処
理
で
き
る

事
務
作
業
は
す
べ
て
自
動
処
理
し
、

職
員
は
企

画
立
案
業

務
や
住
民

へ
の
直
接

的
な
サ
ー

ビ
ス
提
供

な
ど
の
業

務
に
注
力

す
る
ス
マ

ー
ト
自
治

体
へ
転
換

す
る
必
要

が
あ
る
。

常任委員会等行政視察研修常任委員会等行政視察研修
　各常任委員会では、議会閉会中の所管事務調査の一環として、行政視察研修を実施しました。これは、
毎年、先進自治体の事業、施策等についての視察を行い、日高市への取り入れや応用の可能性を調査
するなど、効率的な行財政運営に資するために実施しているものです。
　議会運営委員会は、議会運営に関することについて先進地視察研修を実施しています。


